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あらまし：日本語指導を必要とする児童生徒が、日本語指導が十分でないのにもかかわらず、通常学級で

の授業に参加せざるを得ないという現状がある。本論文では、日本語指導を必要とする児童生徒が、通常

学級で算数・数学の授業を受ける際の補助教材として活用することができる基礎的算数用語のユニバーサ

ル化についての映像教材を開発し、その実践を通してその有用性について分析する。  
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1. はじめに 

2018 年 5 月現在、日本語指導を必要とする児童生

徒数は 50,759 名で前回調査より 6,812 人増え、増加

傾向にある。その指導内容は日本語基礎が中心とな

り、教科指導まで手が回らないことも珍しくない。

日本語指導を必要とする児童生徒が使用する主な言

語はポルトガル語、中国語、フィリピノ語、スペイ

ン語、ベトナム語、英語、韓国・朝鮮語と多様であ

ること、集住化・散在化の傾向がみられるというこ

となどの問題点からも、支援の困難性がわかる。ま

た、指導員不足により、日本語の特別な指導を十分

に受けられず、通常学級で集団授業を受けている児

童生徒が多いという現状がある[１][２]。本稿では、日

本語指導を必要とする児童生徒に行う算数・数学教

育、特に、集団授業の補助教材として活用すること

ができる映像教材の開発を行う。そして、外国人児

童に実践を行い、有用性を検証するとともに、改善

し、使用方法を提案する。 
 

2．視聴回数の分析による多言語動画コンテン
ツの有用性  

京都教育大学公式 YouTube kyokyo channel[３]にア

ップロードされている多言語算数動画コンテンツは、

2019 年 5 月 14 日現在で 1,269 本に及ぶ。そのうち、

小学校算数の動画は 745 本で、韓国語、中国語、英

語、ポルトガル語、ベトナム語、日本語の 6 言語に

対応している。全 745 本の動画の総再生数は 32,368
回、平均視聴回数は 43.4 回である。それぞれの言語

で、どのような動画がよく再生されているか調査し

た結果、それぞれの言語によって、再生されている

動画に違いがあることが分かった。また全動画合わ

せて 3 万回以上再生されていることから、算数・数

学を学ぶために動画コンテンツが必要とされている

ことがわかる。さらに日本語以外の 5 か国語のコン

テンツのなかにも 100 回以上再生されているものも

あり、小学校算数の動画では、アップされている動

画で再生数が 0 回のものは一つもない。よって気軽

にアクセスできる多言語の動画コンテンツは、指導

者、保護者、児童生徒からも求められている。また

日本語版の再生数が多いことから、日本語指導のた

めにも使われていると予想できる。母語と日本語を

照らし合わせながら学習できる動画コンテンツをさ

らに発展させていくべきである。 
 

3．基礎的算数用語のユニバーサル化動画コン
テンツの開発 

日本語指導を必要とする児童生徒が、通常授業に

参加しているということを念頭に置き、集団授業を

受ける前にあらかじめ出てくる算数用語を学べるこ

とを目的として、算数用語を学べるような映像教材

を制作した。新しく出てくる算数用語を単元ごとに

まとめ、その一つ一つをユニバーサルデザインの視

点から視覚的にわかりやすく説明していく。その際、

その単語を子どもたちの母語とセットで示すことで

よりイメージが湧きやすく、理解しやすい。なるべ

く簡単な日本語で、わかりやすく説明できるように

工夫した。図１は小学校３年生「まるい形を調べよ

う(ポルトガル語版)」の単元の一例である。 

 

 

 

 

 

 

翻訳 

図１ 小３「まるい形を調べよう」一部 
ユニバーサル化 
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4．映像教材の実践調査 
4.1調査の目的 
映像教材が外国人児童の教材として、使用するこ

とが出来るかを明らかにするために、調査を行う。 
4.2調査の概要 
日時：2019 年 12 月 13,20 日 5,6 時間目 
対象：滋賀県公立小学校の外国人児童 8 名 
方法：映像教材を見せながら、質問をする。その

様子をメモしたり、ビデオカメラで撮影し

たりして、後に分析を行う。 
4.3実践調査の分析 

日本語習熟度 実践結果 
日本語◎ 
ポルトガル語(読)× 

児童 2 名 

ポルトガル語が読めなく

ても、日本語を聞いて、理

解することができていた。 
日本語〇 

ポルトガル語(読)〇 

児童 1 名 

「ポルトガル語が隣にあ

って分かりやすい」と日本

語、ポルトガル語を合わせ

て学習出来た。 
日本語〇 

ポルトガル語(読)△、× 

児童 2 名 

既習の単元だったため、日

本語の聞き取りだけで、あ

る程度理解できていた。 
日本語△ 

ポルトガル語(読)× 

児童 2 名 

1 回通しの視聴では、あま

り理解できていないよう

だった。 
日本語× 
ポルトガル語(読)〇 

児童 1 名 

問題を日本語で答えるこ

とは難しいが、ポルトガル

語のおかげである程度、理

解はできていた。 
◎：ほとんど不自由ない 
〇：日常生活に支障がない程度 
△：よく使う単語を言える程度で、難しい言葉、 

長い言葉は聞き取れない 
×：あいさつなどの簡単な単語を少し話せる程度 
 
4.4実践調査の考察と改善点 
外国人児童でも、理解できることが分かったが、

日本語習熟度やポルトガル語を読む能力の違いによ

って、動画コンテンツの理解度が変わってくる結果

となった。制作したコンテンツは、ポルトガル語が

日本語の単語の隣にあるが、音声では日本語のみと

なっている。日本語指導が必要な児童のなかには、

母語を話せるが、読めない児童が多いということが

実践で明らかになった。日本語の音声とともに、児

童・生徒の母語の音声も録音することで、さらに多

くの児童・生徒が理解しやすいコンテンツに出来る

と考える。母語を話せる人に協力してもらい、録音

することで改善できる事項である。また日本語習熟

度が△の児童生徒でも、聞いてわかるレベルの簡単

な日本語で録音し、話す速度ももう少し遅くするこ

とで、このコンテンツを使える幅がさらに広がって

いく。また一人ひとりのレベルや使用場面に合わせ、

使い方を変えていくことも重要だと考える。 

5．動画コンテンツの使用方法の提案 
児童生徒の日本語習熟度に応じて、使用方法を変

えていく必要があると考えた。まず、日本語がほと

んど不自由なく話せる児童生徒には、授業の予習と

して、使うことが出来る。日本語の音声だけで理解

できるので、新しい単元に入る前に、動画で学習し、

単語を知ったうえで、集団授業に臨める。次に、日

本語が未熟な児童生徒には、単元の復習として、使

うこともできる。授業で習ったが、その時間で理解

できなかったところをカバーするために、このコン

テンツを使い、指導員の方と一緒に復習を行う。ま

た日常生活に支障がない程度の児童生徒なら、一人

で復習をすることも可能であるはずだ。このように

して、学校だけでなく、家でも予習、復習に用いる

ことで、集団授業を受ける児童生徒が少しでも理解

できるための補助教材として使用していくことが出

来ると考える。 
 
6．結語 
日本語指導を必要とする児童生徒が、算数・数学

の集団授業の補助教材として活用することができる

映像教材の開発、実践から、次の 2 つの点が明らか

になった。 
・多言語動画コンテンツの視聴回数の調査より、母

語と日本語を照らし合わせながら学習できる動画コ

ンテンツが必要とされていることが分かった。 
・外国人児童でも、理解できるコンテンツであるこ

とが分かったが、日本語習熟度やポルトガル語を読

む能力の違いによって、動画コンテンツの理解度が

変わってくることが明らかになった。 
 今後の課題としては、実践を基にした動画の改善

が挙げられる。また、児童・生徒やその保護者が、

自主学習として、この動画にたどり着き、使用する

ことが出来るように、ガイドラインを作成していく

ことも必要であると考える。 
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